
元
号｢

令
和｣

が
ス
タ
ー
ト

二
〇
二
一
年
・
創
立
一
二
〇
周
年
に
向
け
て
！

号

・
い
よ
い
よ
あ
と
一
年
と
迫
っ
た
創
立
一
二
〇
周
年
に

２

岩
手
県
立
遠
野
高
等
学
校

向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

・

同
窓
会
長

河
野

好
宣

度

◆
記
念
事
業
へ
向
け
て
の
具
体
的
取
り
組
み
案

年

①
記
念
誌
作
成

元

例
年
に
比
べ
雪
も
少
な
く
暖

②
海
外
交
流
支
援

和

冬
の
遠
野
に
、
春
の
息
吹
が
少
し
だ
け
顔
を
覗
か
せ
る

昨
年
度
よ
り
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

令

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
方
に
於
か
れ
ま

③
進
路
活
動
支
援

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。
元
号

④
部
活
動
支
援

月

が｢

平
成｣

か
ら｢

令
和｣

へ
と
移
り
、
初
め
て
の
年
度
と

※
③
④
に
関
し
て
は
環
境
整
備
や
物
品
購
入
。

３

な
り
ま
し
た
が
、
穏
や
か
で
災
害
の
な
い
安
心
安
全
の

講
演
会
、
講
習
会
等
を
検
討
中
で
す
。

年

確
保
、
そ
し
て
活
力
の
あ
る
時
代
と
な
っ
て
欲
し
い
と

⑤
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

０

望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
第
九
八
回
高
校
サ

令
和
三
年
十
月
予
定
。

２

ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会
は
県
勢
初
の
七
連
覇
こ
そ

会
場
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
予
定
。

０

逃
し
ま
し
た
が
選
手
諸
君
は
全
力
を
尽
く
し
て
く
れ
ま

２

し
た
。
次
年
度
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

◆
百
二
十
周
年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定
！

さ
て
本
校
は
今
年
創
立
百
十
九
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
全
校
生
徒
に
ス
ロ
ー
ガ

報

こ
れ
ま
で
約
二
万
三
千
名
を
超
え
る
同
窓
の
志
を
送
り

ン
を
募
集
し
ま
し
た
。
教
職
員
、
協
賛
会
役
員
の
方
々

会

出
し
、
国
内
外
に
て
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
諸

に
審
査
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
定
致
し
ま

窓

先
輩
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇
二
一
年
、
来

し
た
。

同

年
に
は
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
を
迎
え
る
こ
と
と

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
の
は
、

校

な
り
ま
す
。
一
昨
年
十
一
月
に
は
記
念
事
業
協
賛
会
を

二
年
一
組
、
佐
々
木
優
生(

ゆ
う
き)

さ
ん
の
、

学

立
ち
上
げ
、
組
織
や
事
業
の
協
議
そ
し
て
実
施
に
入
り

等

ま
し
た
。
人
材
育
成
を
一
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
そ

『N
EX

T
STA

G
E

高

の
年
単
年
度
で
は
な
く
前
後
五
カ
年
に
渡
っ
て
取
り
組

～
さ
ら
な
る
発
展
と
希
望
を
胸
に
～
』

野

む
こ
と
と
し
、
昨
年
度
は
ア
メ
リ
カ
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市

遠

と
台
湾
へ
、
本
年
度
は
台
湾
研
修
へ
の
派
遣
生
徒
五
名

で
す
。
世
界
へ
羽
ば
た
く
人
材
、
地
域
と
共
に
歩
む

立

に
支
援
金
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
今
後
も
生
徒
の
皆
さ

人
材
育
成
を
目
標
と
す
る
、
遠
野
高
校
を
イ
メ
ー
ジ
し

県

ん
や
学
校
の
希
望
を
集
約
し
な
が
ら
骨
子
と
な
る
事
業

た
力
強
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
今
後
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

手

の
協
議
検
討
そ
し
て
実
施
を
し
て
参
り
ま
す
。
結
び
に

ン
を
様
々
な
場
面
で
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

岩

今
年
度
で
晴
れ
て
卒
業
を
さ
れ
る
皆
様
お
め
で
と
う
ご

う
。

ざ
い
ま
す
、
心
よ
り
ご
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん

先
日
、
校
舎
正
面
玄
関
に
横
断
幕
を
設
置
致
し
ま
し

の
前
途
洋
々
た
る
輝
か
し
い
人
生
を
心
よ
り
お
祈
り
申

た
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
！

し
上
げ
ま
す
。

令和２年３月

令和元年度・２号

岩手県立遠野高等学校

同窓会事務局



『N
EX

T
STA

G
E

』

～
さ
ら
な
る
発
展
と
希
望
を
胸
に
～

今
後
も
、
生
徒
と
教
員
が
よ
り
良
い
関
係
を
築
き
、
校
訓

②
同
窓
会
報

年
二
回
発
行

号

｢

修
徳
尚
武｣

の
実
現
に
向
け
て
、
と
も
に
成
長
を
図
っ
て

一
回
目
の
会
報
は
全
同
窓
生
に
発
行
し
情
報
を
提
供
す
る
と
共
に
、

２

岩
手
県
立
遠
野
高
等
学
校

参
り
ま
す
。

「
同
窓
会
活
動
協
力
金
」
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・

校

長

阿
部

伸

今
年
度
は
、
卒
業
生
百
三
十
一
名
が
新
た
な
同
窓
会
員

③
同
窓
会
総
会

八
月（
お
盆
前
後
）

度

と
な
り
ま
す
。
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
同
窓
の
仲
間

年
度
幹
事
会
（
四
十
二
歳
厄
年
を
迎
え
た
卒
業
生
が
年
度
幹
事
を
務

年

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

と
し
て
、
日
本
全
国
い
や
世
界
中
の
ど
こ
に
あ
っ
て
も
、

め
る
）
が
総
会
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。
総
会
の
会
券
を
販
売
し
、

元

頃
よ
り
母
校
の
教
育
振
興
に
対

と
も
に
母
校｢

遠
野
高
校｣

に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ

売
り
上
げ
の
一
部
で
母
校
支
援
事
業
を
行
い
ま
す

和

し
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

ば
幸
い
で
す
。

④
支
部
総
会

十
月
～
十
一
月

令

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。｢
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業｣

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ

盛
岡
支
部
・
仙
台
支
部
（
休
止
中
）・
首
都
圏
支
部

の
一
環
と
し
て
、
海
外
派
遣
生
に
対
す
る
支
援
金
の
昨

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
母
校
に
対
し
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を

毎
年
度
支
部
総
会
・
会
報
発
行
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
募

月

年
度
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
度
は
一
月
に｢

遠
野

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

金
や
応
援
で
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３

市
の
台
湾
交
流｣

に
参
加
し
た
五
名
に
支
援
金
の
給
付
を

--------------------------------------------------------------

⑤
卒
業
記
念
品
（
卒
業
証
書
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
）

年

い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
交
流
・
体
験
を

◆
令
和
元
年
度
総
会
報
告

⑥
募
金
・
寄
付
金

０

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
の｢
創
立
百

令
和
元
年
度
同
窓
会
が
令
和
元
年
八
月
十
七
日
土
曜

サ
ッ
カ
ー
部
全
国
出
場
の
際
な
ど
に
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２

二
十
周
年｣

に
向
け
て
、
益
々
の
ご
援
助
を
期
待
す
る
と

日
、
あ
え
り
あ
遠
野
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
四
十
名
の
同-----------------------------------------------------------------------------

０

と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
窓
生
に(

今
年
度
は
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
校
同
窓
生
も
多
数
）

◆
令
和
元
年
度
経
過
報
告
◆

２

さ
て
、
ご
承
知
の
通
り｢

前
期
高
校
再
編
計
画｣

で
発

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
月

五
日

入
学
式

表
さ
れ
た
、
遠
野
緑
峰
高
校
と
の
合
併
計
画
は
、
関
係

総
会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
と
会
計
決
算
報
告
に
続
い

五
月
十
五
日

同
窓
会
三
役
会

報

各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
先
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

て
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

五
月
十
九
日

開
校
記
念
日
（
記
念
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
―
を
配
付)

会

し
、｢

後
期
高
校
再
編
計
画｣

の
原
案
が
二
月
に
発
表
と

た
。
さ
ら
に
は
創
立
百
二
十
周
年
に
向
け
て
記
念
事
業
設

六
月
～
八
月

同
窓
会
総
会
幹
事
会
（
第
一
回
～
六
回
）

窓

な
り
、
遠
野
の
合
併
問
題
も｢

入
学
生
の
推
移
を
見
守
り

立
総
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
報
告
、
改
選
期
に
伴
う
役
員

七
月
二
十
四
日

同
窓
会
三
役
会

同

な
が
ら｣

と
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
今
年
度
入

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
六
日

同
窓
会
幹
事
会
母
校
支
援
事
業(

今
年
度
は
扇
風
機
設
置)

校

試
か
ら
、｢

県
外
か
ら
の
入
学
生
募
集｣

が
ス
タ
ー
ト
し

懇
親
会
で
は
、
四
十
八
回
生
の
佐
藤
健
司
年
度
幹
事
長

目
録
贈
呈
式
贈
呈
式

学

て
お
り
、
今
後
、
制
度
を
活
用
し
た
入
学
生
の
増
加
が

を
中
心
に
、
プ
ロ
顔
負
け
の
愉
快
な
司
会
進
行
の
も
と
、

同
窓
会
報
第
一
号
発
行

※
全
同
窓
生
に
送
付

等

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
に
お
ら
れ
る
同
窓
生

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
余
興
を
通
し
て
交
流
を
深

八
月

一
日

同
窓
会
理
事
会
・
幹
事
会

高

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
制

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来

八
月
十
七
日

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会(

あ
え
り
あ
遠
野)

野

度
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、｢

遠
野
で
の
学
び｣

を
お
勧
め

年
度
の

同
窓
会
報

第
一
号
で
報
告

致
し
ま
す
。

十
月

九
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰
式

遠

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

---------------------------------------------------------------

十
月
二
十
八
日

盛
岡
支
部
総
会

立

後
輩
生
徒
諸
君
は
、
日
々
の
学
習
活
動
は
も
ち
ろ
ん

同
窓
会
の
主
な
活
動
（
遠
野
高
校
同
窓
会
事
務
局
）

十
一
月

十
日

首
都
圏
支
部
総
会

県

部
活
動
や
生
徒
会
活
動
・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

通
年
の
活
動

十
二
月
二
十
三
日

海
外
支
援
事
業
目
録
贈
呈
式
（
台
湾
派
遣
）

手

活
動
等
、
様
々
な
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
①

名
簿
整
理
※
住
所
変
更
は
随
時
受
け
付
け
て
ま
す
。

二
月

五
日

同
窓
会
三
役
会

岩

我
々
教
員
も｢

師
弟
一
如｣

の
精
神
で
、
確
か
な
学
力
を

卒
業
時
の
報
告（
葉
書
は
四
月
末
ま
で
に
は
投
函
し
て

二
月
二
十
六
日

第
七
回
同
窓
会
総
会
幹
事
会

育
む
た
め
の
授
業
改
善
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

下
さ
い
。
遅
く
な
っ
て
も
受
け
付
け
ま
す
）。

二
月
二
十
七
日

同
窓
会
報
第
二
号
発
行

｢

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び｣

を
工
夫
・
実
践
し
、

毎
年
行
っ
て
い
る
活
動

三
月

一
日

（
同
窓
会
入
会
式
）・
卒
業
式

｢

確
か
な
学
力｣

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
、
徐

①
開
校
記
念
日

五
月
十
九
日

々
に
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

開
校
記
念
日
紹
介
資
料
・
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
ー
配
布


